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世話人 :渡辺邦夫･川本 芳 ･竹中 修
16-19種を含むとされるマカカ属霊長類の研究
は,これまで主としてニホンザルやアカゲザルな
ど一部の種によって代表されてきた｡しかし舟近
になってようやく,それぞれの種の生息環境や社
会行動に関する研究結果も出てきており,一方で
従来からなされてきた血清琵白の変只の他にも,
DNAやヘモグロビン鎖の変只について,かなり
の充料が苔桃されてきている0本研究会は,こう
した知見を化石とその分布及び新生代の地史,各
種の形態特徴などとからめて.総合的にマカカ属
の種分化と系統関係を明らかにしようという意図
の基に開催された｡
これだけ多方面から資料をもちよったにもかか
-91-
